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千㌧）はやや上

振れ、牛乳等向（予測値：275千㌧）はやや上振れ、北海道からの移入

量は（予測値：33.5千㌧）はやや下振れとなった。
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（２）予測値との比較では、生乳供給量（予測値：671千㌧）は下振れ、

飲用等向（予測値：325千㌧）は上振れし、結果乳製品向（予測値：346
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は減少傾向、大容量は4/25週よりも5/2週の個数は増加したが前年比では

※なお、下地の色が濃いほうが、上記範囲内で前年との増減差が大きいことを表す。

：前年比90%未満

：前年比90%以上100%未満

：前年比100%以上105%未満

：前年比105%以上110%未満

：前年比110%以上120%未満

：前年比120%以上
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※「2022年度生乳需要基盤確保事業 独立行政法人農畜産業振興機構 後援」
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